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議案第23号 

   葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例の一部を改正する条例                          

 上記の議案を提出する。             

  令和４年２月16日 

                     提出者 葛飾区長 青 木 克 德   

 

（提案理由） 

 建築物の制限をする区域に新小岩駅南口地区地区計画の区域を追加する必要があるので、

本案を提出いたします。 

 

   葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例の一部を改正する条例 

 葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

（平成６年葛飾区条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第３条の２の次に次の１条を加える。 

（建築物の建蔽率の最高限度） 

第３条の３ 建築物の建築面積の敷地面積に対する割合（以下「建蔽率」という。）は、

別表第２の計画区域に応じ、それぞれ同表ウ欄に掲げる数値以下でなければならない。 

 第４条第１項中「同表ウ欄」を「同表エ欄」に、「認める」を「認めた」に改め、同条

第２項中「一に」を「いずれかに」に改める。 

 第５条中「同表エ欄」を「同表オ欄」に改める。 

 第５条の２第１項中「同表オ欄」を「同表カ欄」に改め、同条第２項中「別表第２オ欄」

を「別表第２カ欄」に改める。 

 第６条中「同表カ欄」を「同表キ欄」に改める。 

第６条の７第１項中「第６条の３」を「第６条の５」に、「第６条の５」を「第６条の

７」に改め、同条第２項中「第６条の３」を「第６条の５」に改め、同条を第６条の９と

する。 

第６条の６中「第６条の３第１項」を「第６条の５第１項」に改め、同条を第６条の８
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とする。 

第６条の５を第６条の７とし、第６条の４を第６条の６とする。 

第６条の３第４項第６号中「認める」を「認めた」に改め、同条を第６条の５とする。 

第６条の２中「同表キ欄」を「同表コ欄」に改め、同条を第６条の４とし、第６条の次

に次の２条を加える。 

（建築物の容積率の最低限度） 

第６条の２ 建築物の容積率は、別表第２の計画区域に応じ、それぞれ同表ク欄に掲げる

数値以上でなければならない。 

（建築物の建築面積の最低限度） 

第６条の３ 建築物の建築面積は、別表第２の計画区域に応じ、それぞれ同表ケ欄に掲げ

る数値以上でなければならない。 

第７条中「又は第４条」を「、第４条又は第６条の３」に改める。 

第８条中「第６条の２まで」を「第６条まで又は第６条の４」に改める。 

第９条中「、第３条の２、第５条の２、第６条又は第６条の３から第６条の５まで」を

「から第３条の３まで又は第５条から第６条の７まで」に改める。 

第14条第１項中「一に」を「いずれかに」に改め、同項第２号中「第５条、第５条の２、

第６条又は第６条の３から第６条の５まで」を「第３条の３、第５条から第６条の３まで

又は第６条の５から第６条の７まで」に改める。 

別表第１に次のように加える。 

東京都市計画新小岩駅南口地区地区計画 

別表第２（備考以外の部分に限る。）を次のように改める。 

別表第２（第３条―第６条の４関係） 

計画区

域 

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ 

地

区

計

画

等

区

域 

建 築 し

て は な

ら な い

建築物 

建 築 物

の 容 積

率 の 最

高限度 

建 築 物

の 建 蔽

率 の 最

高限度 

建 築 物

の 敷 地

面 積 の

最 低 限

度 

壁 面 の

位置 

建 築 物

の 高 さ

の 最 高

限度 

建 築 物

の 高 さ

の 最 低

限度 

建 築 物

の 容 積

率 の 最

低限度 

建 築 物

の 建 築

面 積 の

最 低 限

度 

垣 又 は

柵 の 構

造 の 制

限 
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の

名

称 

東

京

都

市

計

画

新

柴

又

駅

周

辺

地

区

地

区

計

画 

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

（ 昭

和 2 3

年 法

律第 1

22号）

第 ２

条 第

６ 項

第 ４

号 に

規 定

す る

営 業

の 用

  200平方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 線 の

位 置 を

定 め る

部 分 に

面 す る

敷 地 上

の 建 築

物 に つ

いて、建

築 物 の

外 壁 又

は こ れ

に 代 わ

る 柱 の

面 か ら

道路（計

画 図 に

表 示 す

る 区 画

道 路 及

び 駅 前

広 場 を

含む。）

  計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 線 の

位 置 を

定 め る

部 分 に

面 す る

敷 地 上

の 建 築

物 の う

ち、道路

（ 計 画

図 に 表

示 す る

区 画 道

路 及 び

駅 前 広

場 を 含

む。）の

境 界 線

か ら 1 0

メ ー ト

ル 以 内

の 部 分

に つ い
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途 に

供 す

る 建

築物 

２  計

画 図

に 表

示 す

る 駅

前 広

場 に

接 す

る 敷

地 上

の 建

築 物

で、そ

の １

階 及

び ２

階 部

分 に

あ る

居 室

の う

ち 当

該 駅

前 広

場 に

の 境 界

線 ま で

の 距 離

は、１メ

ートル 

て、９メ

ートル 
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面 す

る も

の を

住宅、

共 同

住 宅

等 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

東

京

都

市

計

画

花

の

木

通

り

沿

道

地

区

地

区

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域 

計 画 図

に 表 示

す る 沿

道 の 建

築 物 の

用 途 を

制 限 す

る 部 分

に 面 す

る 敷 地

上 の 建

築物で、

そ の １

階 部 分

に あ る

居 室 の

う ち 道

10分の2

0。ただ

し、計画

図 に 表

示 す る

壁 面 線

の 位 置

を 定 め

る 道 路

に ２ メ

ー ト ル

以 上 接

す る 敷

地（路地

状 敷 地

を 除

く。）に

  計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 線 の

位 置 を

定 め る

道 路 に

面 す る

敷 地 上

の 建 築

物 に つ

いて、建

築 物 の

１ 階 部

分 の 外

壁 若 し

く は こ

1 3メ ー

トル 
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計

画 

路 に 面

す る も

の を 住

宅、共同

住 宅 等

の 用 途

に 供 す

る 建 築

物 

あ っ て

は、この

限 り で

ない。 

れ に 代

わ る 柱

の 面 か

ら 道 路

の 境 界

線 ま で

の 距 離

又 は 建

築 物 に

附 属 す

る 門 若

し く は

塀 で 高

さ が ２

メ ー ト

ル を 超

え る も

の か ら

道 路 の

境 界 線

ま で の

距離は、

１ メ ー

トル 

東

京

都

市

計

計

画

図

に

表

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

   計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制
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画

亀

有

駅

東

地

区

地

区

計

画 

示

す

る

環

状

七

号

線

沿

道

地

区 

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

１ 項

第 ２

号 か

ら 第

５ 号

ま で

に 規

定 す

る 営

業 又

は 同

条第 1

1項に

規 定

す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

面 の 位

置まで 

計

画

図

に

表

示

す

る

複

合

地

区

Ａ 

10 分 の

20。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る 敷

地 に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  法

第 68

条 の

４ の

規 定

に 適

200平方

メ ー ト

ル。ただ

し、東京

都 市 計

画 道 路

補 助 線

街路第1

3 6号 線

の 都 市

計 画 道

路 境 界

線から2

0メート

ル の 範

囲 内 に

存 す る
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用 途

に 供

す る

建 築

物 

２  計

画 図

に 表

示 す

る 壁

面 の

位 置

の 制

限 を

定 め

る 道

路 に

面 す

る 敷

地 上

の 建

築 物

で、そ

の １

階 部

分 に

あ る

居 室

の う

合し、

区 長

が 交

通上、

安 全

上、防

火 上

及 び

衛 生

上 支

障 が

な い

と 認

め た

敷地 

２  東

京 都

市 計

画 道

路 補

助 線

街 路

第136

号 線

の 都

市 計

画 道

路 境

界 線

敷 地 に

つ い て

は、この

限 り で

ない。 
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ち 当

該 道

路 に

面 す

る 居

室 を

住宅、

共 同

住 宅

等 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

から 2

0メー

ト ル

の 範

囲 内

に 存

す る

敷 地

又 は

敷 地

の 部

分 

計

画

図

に

表

示

す

る

複

合

地

区

Ｂ 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

  200平方

メ ー ト

ル 
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１ 項

に 規

定 す

る 風

俗 営

業 又

は 同

条第 1

1項に

規 定

す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

２  ボ

ー リ

ン グ

場、ス

ケ ー

ト場、

水 泳

場 そ
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の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の 

３  劇

場、映

画館、

演 芸

場、観

覧 場

又 は

ナ イ

ト ク

ラ ブ

そ の

他 客

に ダ

ン ス

を さ

せ、か

つ、客

に 飲

食 を

さ せ

る 営

業 を

営 む
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施 設

（ １

に 掲

げ る

建 築

物 を

除

く。）

東

京

都

市

計

画

さ

く

ら

並

木

の

道

沿

道

地

区

地

区

計

画 

計

画

図

に

表

示

す

る

Ａ

地

区 

１  ホ

テ ル

又 は

旅館 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

１ 項

第 ２

号 か

  6 6 平 方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 若 し

く は こ

れ に 代

わ る 柱

の 面 か

ら 道 路

の 境 界

2 0メ ー

トル。た

だし、特

別 区 道

葛322号

の 道 路

境 界 線

か ら 2 0

メ ー ト

ル の 範

囲 内 に

存 す る

敷地で、

容 積 率

が 1 0分

の 5 0と

指 定 さ

れ て い

る も の

に つ い

ては、こ

   道 路 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け 垣 又

は フ ェ

ン ス と

する。た

だし、高

さが0.6

メ ー ト

ル 以 下

の 部 分

に つ い

ては、コ

ン ク リ

ー ト ブ

ロ ッ ク

造、レン
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ら 第

５ 号

ま で

に 規

定 す

る 営

業、同

条 第

５ 項

に 規

定 す

る 性

風 俗

関 連

特 殊

営 業

又 は

同 条

第 1 1

項 に

規 定

す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

線 ま で

の 距 離

又 は 建

築 物 に

附 属 す

る 門 若

し く は

塀 で 高

さ が ２

メ ー ト

ル を 超

え る も

の か ら

道 路 の

境 界 線

ま で の

距離は、

１ メ ー

トル。た

だし、当

該 建 築

物 の 面

す る 道

路 の 中

心 か ら

の 高 さ

が2.5メ

ー ト ル

を 超 え

の 限 り

でない。

ガ造、鉄

筋 コ ン

ク リ ー

ト 造 又

は こ れ

ら に 類

す る 構

造 と す

る こ と

が で き

る。 
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す る

建 築

物 

る 部 分

に つ い

ては、こ

の 限 り

でない。

計

画

図

に

表

示

す

る

Ｂ

地

区 

  敷 地 面

積が500

平 方 メ

ー ト ル

未 満 の

建 築 物

又 は １

階 部 分

の 建 築

面 積 の

２ 分 の

１ 以 上

を住宅、

共 同 住

宅、寄宿

舎 又 は

下 宿 の

用 途 に

供 す る

建 築 物

に あ っ

て は 1 0

分 の 2 5

とし、こ

   2 0 メ ー

トル 
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れ ら の

い ず れ

に も 該

当 す る

建 築 物

に あ っ

て は 1 0

分 の 2 0

とする。

東

京

都

市

計

画

東

新

小

岩

一

丁

目

地

区

地

区

計

画 

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域 

風 俗 営

業 等 の

規 制 及

び 業 務

の 適 正

化 等 に

関 す る

法 律 第

２ 条 第

１ 項 に

規 定 す

る 風 俗

営業、同

条 第 ６

項 に 規

定 す る

店 舗 型

性 風 俗

特 殊 営

業、同条
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第 ９ 項

に 規 定

す る 店

舗 型 電

話 異 性

紹 介 営

業 又 は

同条第1

1項に規

定 す る

特 定 遊

興 飲 食

店 営 業

の 用 途

に 供 す

る 建 築

物 

東

京

都

市

計

画

小

菅

一

丁

目

地

計

画

図

に

表

示

す

る

一

般

住

宅

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

  6 6 平 方

メ ー ト

ル 

 1 2 メ ー

トル 

   道路、広

場 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け 垣 又

は フ ェ

ン ス と

する。た

だし、高
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区

地

区

計

画 

地

地

区 

第 ２

条 第

１ 項

に 規

定 す

る 風

俗 営

業、同

条 第

６ 項

に 規

定 す

る 店

舗 型

性 風

俗 特

殊 営

業、同

条 第

９ 項

に 規

定 す

る 店

舗 型

電 話

異 性

紹 介

営 業

又 は

さが0.6

メ ー ト

ル 以 下

の 部 分

に つ い

ては、コ

ン ク リ

ー ト ブ

ロ ッ ク

造、レン

ガ造、鉄

筋 コ ン

ク リ ー

ト 造 又

は こ れ

ら に 類

す る 構

造 と す

る こ と

が で き

る。 

計

画

図

に

表

示

す

る

ま

ち

づ

く

り

用

地

地

区 

500平方

メ ー ト

ル 
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同 条

第 1 1

項 に

規 定

す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

２  １

住 戸

の 専

用 面

積が 1

8平方

メ ー

ト ル

未 満

の 住

戸 を

有 す

る 共

同 住
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宅 等

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

東

京

都

市

計

画

新

宿

六

丁

目

地

区

地

区

計

画 

計

画

図

に

表

示

す

る

複

合

地

区

１ 

１  法

別 表

第 ２

（ヘ）

項 に

掲 げ

る 建

築物 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

６ 項

10分の3

0 

 1,000平

方 メ ー

トル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

面 の 位

置まで 

3 0メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 
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か ら

第 ９

項 ま

で に

規 定

す る

営 業

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

計

画

図

に

表

示

す

る

複

合

地

区

２ 

１  法

別 表

第 ２

（ヘ）

項 に

掲 げ

る 建

築物。

た だ

し、建

築 物

（ 共

同 住

宅 を

除

く。）

に 附

10分の3

0。ただ

し 、 1 0

分 の 3 0

を 超 え

る 部 分

を 子 育

て 支 援

施設（保

育所、認

定 こ ど

も園、児

童 福 祉

法（昭和

2 2年 法

律第164

号）第６

 5,000平

方 メ ー

トル。た

だし、法

第 8 6条

の 規 定

を 適 用

す る 場

合は、当

該 １ 団

地 を １

の 敷 地

と み な

す。 

6 0メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 
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属 す

る 自

動 車

車 庫

は 除

く。 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

６ 項

か ら

第 ９

項 ま

で に

規 定

す る

営 業

の 用

条 の ３

第 ２ 項

に 規 定

す る 放

課 後 児

童 健 全

育 成 事

業 の 用

途 に 供

す る 施

設、同条

第 ７ 項

に 規 定

す る 一

時 預 か

り 事 業

の 用 途

に 供 す

る 施 設

そ の 他

こ れ ら

に 類 す

る 施 設

を い

う。）又

は 公 共

若 し く

は 公 益

に 資 す
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途 に

供 す

る 建

築物 

る も の

と し て

区 長 が

必 要 と

認 め た

施 設 の

用 途 に

供 す る

場 合 に

あ っ て

は、100

分の301

とする。

計

画

図

に

表

示

す

る

住

宅

Ａ

地

区 

１  法

別 表

第 ２

（ヘ）

項 に

掲 げ

る 建

築物。

た だ

し、建

築 物

に 附

属 す

る 自

動 車

車 庫

10分の3

0 

 3,000平

方 メ ー

トル。た

だし、法

第 8 6条

の 規 定

を 適 用

す る 場

合は、当

該 １ 団

地 を １

の 敷 地

と み な

す。 

138メー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

  

計

画

3,000平

方 メ ー

3 0メ ー

トル。た
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図

に

表

示

す

る

文

化

・教

育

地

区

１ 

は 除

く。 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

６ 項

か ら

第 ９

項 ま

で に

規 定

す る

営 業

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

トル だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

計

画

図

に

表

示

す

る

文

化

・教

育

地

区

２ 

4 5メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

計  3 0メ ー   
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画

図

に

表

示

す

る

公

園

Ａ

地

区 

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

計

画

図

に

表

示

す

る

住

宅

Ｂ

地

区 

  8 0 平 方

メ ー ト

ル 

１  計

画 図

に 表

示 す

る 壁

面 の

位 置

の 制

限 を

定 め

る 部

分 に

面 す

る 敷

地 上

の 建

築 物

1 6メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

道 路 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け垣、フ

ェ ン ス

又 は 鉄

柵 と す

る。ただ

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に

つ い て
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に つ

いて、

建 築

物 の

外 壁

又 は

こ れ

に 代

わ る

柱 の

外 面

は、計

画 図

に 示

す 壁

面 の

位 置

まで 

２  建

築 物

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱

の 外

面 か

ら 隣

は、コン

ク リ ー

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。
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地 の

境 界

線 ま

で の

距 離

は、0.

5メー

トル 

東

京

都

市

計

画

青

戸

六

・七

丁

目

地

区

地

区

計

画 

計

画

図

に

表

示

す

る

複

合

住

宅

地

区 

１  事

務 所

又 は

店 舗

で そ

の 用

途 に

供 す

る 部

分 の

床 面

積 の

合 計

が3,0

0 0 平

方 メ

ー ト

ル を

超 え

る も

の 

   計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

    道路、公

園、歩道

状 空 地

等 に 面

し て 設

け る 垣

又 は 柵

の 構 造

は、生け

垣 又 は

フ ェ ン

ス と す

る。ただ

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に

つ い て

は、コン

ク リ ー
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２  ホ

テ ル

又 は

旅館 

３  ボ

ー リ

ン グ

場、ス

ケ ー

ト 場

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

もの 

４  カ

ラ オ

ケ ボ

ッ ク

ス そ

の 他

こ れ

に 類

す る

もの 

５  風

俗 営

業 等

面 の 位

置まで 

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。

計

画

図

に

表

示

す

る

住

宅

地

区 

 計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

面 の 位

置まで。

ただし、

計 画 図

に 表 示

す る 壁
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の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

１ 項

第 １

号、第

２ 号

若 し

く は

第 ４

号 に

規 定

す る

営 業

又 は

同 条

第 1 1

項 に

規 定

す る

特 定

面 の 位

置 の 制

限 が 敷

地 境 界

線 か ら

0.5メー

ト ル の

部 分 に

おいて、

次 の い

ず れ か

に 掲 げ

る も の

に つ い

ては、こ

の 限 り

でない。

１  建

築 物

の ２

階 以

上 の

部 分

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱
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遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

６  劇

場、映

画館、

演 芸

場、観

覧 場

又 は

ナ イ

ト ク

ラ ブ

そ の

他 客

に ダ

ン ス

を さ

せ、か

つ、客

に 飲

食 を

さ せ

の 外

面 

２  区

長 が

敷 地

の 形

態 上

又 は

土 地

の 利

用 上

や む

を 得

な い

と 認

め た

建 築

物 
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る 営

業 を

営 む

施 設

（ ５

に 掲

げ る

建 築

物 を

除

く。）

７  自

動 車

教 習

所 

８  倉

庫 業

を 営

む 倉

庫 

９  畜

舎 

東

京

都

市

計

画

高

計

画

図

に

表

示

す

１  神

社、寺

院、教

会 そ

の 他

こ れ

ら に

  500平方

メ ー ト

ル。ただ

し、集会

所、診療

所、巡査

派出所、

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

    道路、公

園 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生
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砂

四

丁

目

地

区

地

区

計

画 

る

住

宅

団

地

地

区 

類 す

る も

の 

２  公

衆 浴

場 

３  １

住 戸

の 専

用 面

積が 2

5平方

メ ー

ト ル

未 満

の 住

戸 を

有 す

る 共

同 住

宅 等

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

公 衆 電

話 所 そ

の 他 こ

れ ら に

類 す る

公 益 上

必 要 な

建 築 物

の 敷 地

に つ い

て、区長

が 必 要

と 認 め

た 場 合

は、この

限 り で

ない。 

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

面 の 位

置まで 

け 垣 又

は フ ェ

ン ス と

する。た

だし、高

さが0.6

メ ー ト

ル 以 下

の 部 分

に つ い

ては、コ

ン ク リ

ー ト ブ

ロ ッ ク

造、レン

ガ造、鉄

筋 コ ン

ク リ ー

ト 造 又

は こ れ

ら に 類

す る 構

造 と す

る こ と

が で き

る。 

東

京

都

計

画

図

１  ホ

テ ル

又 は

  100平方

メ ー ト

ル。ただ

計 画 図

に 表 示

す る 壁

    道 路 に

面 し て

設 け る
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市

計

画

南

水

元

一

丁

目

・二

丁

目

地

区

地

区

計

画 

に

表

示

す

る

補

助 2

6 9

号

沿

道

地

区 

旅館 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

１ 項

第 １

号 か

ら 第

３ 号

ま で

に 規

定 す

る 営

業 又

は 同

条第 1

1項に

規 定

し、土地

区 画 整

理 事 業

に お い

て 換 地

面積が1

0 0平 方

メ ー ト

ル 未 満

の 場 合

は、この

限 り で

ない。 

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 外

面 か ら

道 路 又

は 隣 地

の 境 界

線 ま で

の 距 離

は、0.5

メ ー ト

ル。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け 垣 又

は フ ェ

ン ス と

する。た

だし、高

さが0.6

メ ー ト

ル 以 下

の 部 分

に つ い

ては、コ

ン ク リ

ー ト ブ

ロ ッ ク

造、レン

ガ造、鉄

筋 コ ン

ク リ ー

ト 造 又

は こ れ

ら に 類

す る 構

造 と す

る こ と

ができ、

区 長 が
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す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  床

面 積

に 算

定 さ

れ な

い 外

壁 面

か ら

突 出

し た

開 口

部 の

部分 

２  物

置 そ

の 他

こ れ

に 類

す る

用 途

（ 自

動 車

車 庫

を 除

く。）

敷 地 の

形 状 又

は 構 造

上 や む

を 得 な

い と 認

め た も

の に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 計

画

図

に

表

示

す

る

住

宅

地

区 

 1 0 分 の

８。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る 敷

地 に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  法

第 6 8

条 の

４ の

規 定

に 適

合し、
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区 長

が 交

通上、

安 全

上、防

火 上

及 び

衛 生

上 支

障 が

な い

と 認

め た

敷地 

２  土

地 区

画 整

理 法

（ 昭

和 2 9

年 法

律第 1

19号）

第103

条 第

４ 項

の 規

定 に

基 づ

に 供

し、軒

の 高

さ が

2.3メ

ー ト

ル 以

下で、

かつ、

壁 面

の 後

退 距

離 に

満 た

な い

部 分

に あ

る 床

面 積

の 合

計 が

５ 平

方 メ

ー ト

ル 以

下 で

あ る

もの 

３  自
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く 換

地 処

分 の

公 告

の あ

っ た

敷地 

動 車

車 庫

で、軒

の 高

さ が

2.3メ

ー ト

ル 以

下 で

あ る

もの 

４  道

路 の

隅 切

り 部

分 に

面 す

る 建

築 物

の 部

分 

東

京

都

市

計

画

東

立

特

定

建

築

物

地

区

整

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

  6 6 平 方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

    道路、広

場 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け垣、フ
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石

四

丁

目

地

区

防

災

街

区

整

備

地

区

計

画 

備

計

画

又

は

防

災

街

区

整

備

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域 

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

６ 項

に 規

定 す

る 店

舗 型

性 風

俗 特

殊 営

業 又

は 同

条 第

９ 項

に 規

定 す

る 店

舗 型

電 話

異 性

紹 介

営 業

の 用

途 に

供 す

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 面

か ら 道

路 の 境

界 線 ま

で の 距

離は、0.

5メート

ル。ただ

し、道路

の 隅 切

り 部 分

に 面 す

る 建 築

物 の 部

分 に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

ェ ン ス

又 は 鉄

柵 と す

る。ただ

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に

つ い て

は、コン

ク リ ー

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。
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る 建

築物 

２  １

住 戸

の 専

用 面

積が 1

8平方

メ ー

ト ル

未 満

の 住

戸 を

有 す

る 共

同 住

宅 又

は 長

屋 建

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

東

京

都

市

計

計

画

図

に

表

１  ホ

テ ル

又 は

旅館 

２  自

  8 0 平 方

メ ー ト

ル 

１  計

画 図

に 表

示 す

る 壁

1 6メ ー

トル 

   道路、公

園 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は
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画

奥

戸

四

丁

目

地

区

地

区

計

画 

示

す

る

住

宅

地

区 

動 車

教 習

所 

３  畜

舎（ペ

ッ ト

と し

て 飼

育 す

る犬、

猫 等

の 畜

舎（床

面 積

の 合

計が 1

5平方

メ ー

ト ル

以 下

の も

の に

限

る。）

及 び

動 物

病院、

ペ ッ

ト シ

面 の

位 置

の 制

限 を

定 め

る 部

分 に

面 す

る 敷

地 上

の 建

築 物

に つ

いて、

建 築

物 の

外 壁

又 は

こ れ

に 代

わ る

柱 の

面 か

ら 道

路 の

境 界

線 ま

で の

距 離

柵 の 構

造は、生

け 垣 又

は フ ェ

ン ス と

する。た

だし、高

さが0.6

メ ー ト

ル 以 下

の 部 分

に つ い

ては、コ

ン ク リ

ー ト ブ

ロ ッ ク

造、レン

ガ造、鉄

筋 コ ン

ク リ ー

ト 造 又

は こ れ

ら に 類

す る 構

造 と す

る こ と

が で き

る。 
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ョ ッ

プ そ

の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の を

除

く。）

は、0.

5メー

トル。

た だ

し、内

角が 1

2 0 度

未 満

で 交

差 す

る 計

画 図

に 表

示 す

る 区

画 道

路 及

び 都

市 計

画 道

路 の

角 敷

地 上

の 建

築 物

（ 道

路 状

の 面

か ら

計

画

図

に

表

示

す

る

幹

線

道

路

沿

道

地

区 

１  自

動 車

教 習

所 

２  倉

庫 業

を 営

む 倉

庫 

３  畜

舎（ペ

ッ ト

と し

て 飼

育 す

る犬、

猫 等

の 畜

舎 及
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び 動

物 病

院、ペ

ッ ト

シ ョ

ッ プ

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

を 除

く。）

の 高

さ が

4.5メ

ー ト

ル を

超 え

る 部

分 を

除

く。）

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱

の 面

及 び

高 さ

２ メ

ー ト

ル を

超 え

る 門

又 は

塀は、

敷 地

の 隅

を 頂
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点 と

す る

二 等

辺 三

角 形

の 長

さ ２

メ ー

ト ル

の 底

辺 と

な る

線 ま

で 

２  建

築 物

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱

の 面

か ら

隣 地

境 界

線 ま

で の

距 離



42 

は、0.

5メー

トル 

東

京

都

市

計

画

四

ツ

木

駅

周

辺

地

区

防

災

街

区

整

備

地

区

計

画 

特

定

建

築

物

地

区

整

備

計

画

又

は

防

災

街

区

整

備

地

区

整

備

計

画

が

風 俗 営

業 等 の

規 制 及

び 業 務

の 適 正

化 等 に

関 す る

法 律 第

２ 条 第

６ 項 に

規 定 す

る 店 舗

型 性 風

俗 特 殊

営 業 又

は 同 条

第 ９ 項

に 規 定

す る 店

舗 型 電

話 異 性

紹 介 営

業 の 用

途 に 供

す る 建

築物 

  6 6 平 方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

柱 の 面

か ら 道

路 の 境

界 線 ま

で の 距

離は、0.

5メート

ル。ただ

し、次の

    道路、広

場 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け垣、フ

ェ ン ス

又 は 鉄

柵 と す

る。ただ

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に

つ い て

は、コン

ク リ ー

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト
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定

め

ら

れ

た

区

域 

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  道

路 の

隅 切

り 部

分 に

面 す

る 建

築 物

の 部

分 

２  渋

江 商

店 街

沿 道

地 区

の 区

域 内

に 存

す る

防 災

生 活

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。
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道 路

東 四

つ 木

５号、

８号、

1 4 号

又は 1

5号に

面 す

る 建

築 物

の 部

分 で

あ っ

て、区

長 が

敷 地

の 形

態 上

又 は

土 地

利 用

上 や

む を

得 な

い と

認 め

た も

の 
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３  ま

い ろ

ー ど

四 つ

木 商

店 街

沿 道

地 区

の 区

域 内

に 存

す る

防 災

生 活

道 路

四 つ

木 １

号、３

号、４

号、６

号、７

号、10

号 又

は 1 1

号 に

面 す

る 建

築 物

の 部



46 

分 で

あ っ

て、区

長 が

敷 地

の 形

態 上

又 は

土 地

利 用

上 や

む を

得 な

い と

認 め

た も

の 

東

京

都

市

計

画

東

新

小

岩

二

丁

計

画

図

に

表

示

す

る

住

宅

地

区 

１  ホ

テ ル

又 は

旅館 

２  畜

舎（ペ

ッ ト

と し

て 飼

育 す

る犬、

猫 等

  8 0 平 方

メ ー ト

ル 

１  計

画 図

に 表

示 す

る 壁

面 の

位 置

の 制

限 を

定 め

る 部

分 に

    道路、公

園 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け垣、フ

ェ ン ス

又 は 鉄

柵 と す

る。ただ



47 

目

地

区

地

区

計

画 

の 畜

舎（床

面 積

の 合

計が 1

5平方

メ ー

ト ル

以 下

の も

の に

限

る。）

及 び

動 物

病院、

ペ ッ

ト シ

ョ ッ

プ そ

の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の を

除

く。）

面 す

る 敷

地 上

の 建

築 物

に つ

いて、

建 築

物 の

外 壁

又 は

こ れ

に 代

わ る

柱 の

面 か

ら 道

路 の

境 界

線 ま

で の

距 離

は、0.

5メー

トル。

た だ

し、内

角が 1

2 0 度

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に

つ い て

は、コン

ク リ ー

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。

計 １  ホ    
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画

図

に

表

示

す

る

複

合

地

区 

テ ル

又 は

旅館 

２  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

１ 項

第 １

号、第

２ 号

若 し

く は

第 ４

号 に

規 定

す る

営 業

又 は

未 満

で 交

差 す

る 法

第 4 2

条 第

１ 項

第 １

号 に

規 定

す る

道 路

の 角

敷 地

上 の

建 築

物（道

路 状

の 面

か ら

の 高

さ が

4.5メ

ー ト

ル を

超 え

る 部

分 を

除
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同 条

第 1 1

項 に

規 定

す る

特 定

遊 興

飲 食

店 営

業 の

用 途

に 供

す る

建 築

物 

３  倉

庫 業

を 営

む 倉

庫 

４  カ

ラ オ

ケ ボ

ッ ク

ス そ

の 他

こ れ

に 類

す る

く。）

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱

の 面

及 び

高 さ

２ メ

ー ト

ル を

超 え

る 門

又 は

塀は、

敷 地

の 隅

を 頂

点 と

す る

二 等

辺 三

角 形

の 長

さ ２

メ ー

ト ル
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もの 

５  畜

舎（ペ

ッ ト

と し

て 飼

育 す

る犬、

猫 等

の 畜

舎（床

面 積

の 合

計が 1

5平方

メ ー

ト ル

以 下

の も

の に

限

る。）

及 び

動 物

病院、

ペ ッ

ト シ

ョ ッ

プ そ

の 底

辺 と

な る

線 ま

で 

２  建

築 物

の 外

壁 又

は こ

れ に

代 わ

る 柱

の 面

か ら

隣 地

境 界

線 ま

で の

距 離

は、0.

5メー

トル 
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の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の を

除

く。）

計

画

図

に

表

示

す

る

幹

線

道

路

沿

道

地

区 

１  ホ

テ ル

又 は

旅館 

２  倉

庫 業

を 営

む 倉

庫 

３  畜

舎（ペ

ッ ト

と し

て 飼

育 す

る犬、

猫 等

の 畜

舎 及

び 動

物 病
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院、ペ

ッ ト

シ ョ

ッ プ

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

を 除

く。）

東

京

都

市

計

画

堀

切

二

丁

目

周

辺

及

び

四

丁

防

災

街

区

整

備

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

風 俗 営

業 等 の

規 制 及

び 業 務

の 適 正

化 等 に

関 す る

法 律 第

２ 条 第

６ 項 に

規 定 す

る 店 舗

型 性 風

俗 特 殊

営 業 又

は 同 条

第 ９ 項

  6 6 平 方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 又 は

こ れ に

代 わ る

    道路、広

場 等 に

面 し て

設 け る

垣 又 は

柵 の 構

造は、生

け垣、フ

ェ ン ス

又 は 鉄

柵 と す

る。ただ

し、高さ

が0.6メ

ー ト ル

以 下 の

部 分 に
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目

地

区

防

災

街

区

整

備

地

区

計

画 

た

区

域 

に 規 定

す る 店

舗 型 電

話 異 性

紹 介 営

業 の 用

途 に 供

す る 建

築物 

柱 の 外

面は、計

画 図 に

示 す 壁

面 の 位

置まで 

つ い て

は、コン

ク リ ー

ト ブ ロ

ック造、

レ ン ガ

造、鉄筋

コ ン ク

リ ー ト

造 又 は

こ れ ら

に 類 す

る 構 造

と す る

こ と が

できる。

東

京

都

市

計

画

立

石

駅

北

口

地

区

計

画

図

に

表

示

す

る

Ａ

地

区 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

  300平方

メ ー ト

ル。ただ

し、巡査

派出所、

公 衆 便

所、公共

用歩廊、

バ ス 停

留 所 の

上 屋 そ

の 他 こ

れ ら に

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

125メー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

    

計 8 0メ ー
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地

区

計

画 

画

図

に

表

示

す

る

Ｂ

地

区 

条 第

５ 項

に 規

定 す

る 性

風 俗

関 連

特 殊

営 業

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

２  計

画 図

に 表

示 す

る 区

画 道

路、歩

行 者

専 用

道路、

広 場

及 び

都 市

計 画

道 路

類 す る

公 益 上

必 要 な

建 築 物

の 敷 地

に つ い

て、区長

が 必 要

と 認 め

た 場 合

は、この

限 り で

ない。 

物 の 外

壁 若 し

く は こ

れ に 代

わ る 柱

の 面 又

は 建 築

物 に 附

属 す る

門 若 し

く は 塀

で 高 さ

２ メ ー

ト ル を

超 え る

ものは、

計 画 図

に 示 す

壁 面 の

位 置 ま

で。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

いては、

こ の 限

り で な

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 



55 

に 面

す る

敷 地

上 の

建 築

物で、

そ の

１ 階

部 分

に あ

る 居

室 の

う ち

当 該

区 画

道路、

歩 行

者 専

用 道

路、広

場 及

び 都

市 計

画 道

路 に

面 す

る も

の を

住宅、

い。 

１  公

共 用

歩廊、

歩 行

者 デ

ッ キ

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 公

益 上

や む

を 得

な い

と 認

め た

もの 

２  上

屋、ひ

さ し

（ こ

れ に



56 

共 同

住宅、

寄 宿

舎、下

宿 等

の 用

途 に

供 す

る 建

築物。

た だ

し、区

長 が

当 該

建 築

物 の

管 理

の た

め に

必 要

と 認

め た

居 室

に つ

い て

は、こ

の 限

り で

ない。

附 属

す る

手 す

り を

含

む。）、

当 該

ひ さ

し を

支 え

る 柱

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 歩

行 者

の 安

全 性

及 び

快 適

性 を

確 保

す る



57 

た め

に 必

要 と

認 め

た も

の 

計

画

図

に

表

示

す

る

Ｃ

地

区 

      

東

京

都

市

計

画

立

石

駅

南

口

東

計

画

図

に

表

示

す

る

駅

前

地

区 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

  200平方

メ ー ト

ル。ただ

し、巡査

派出所、

公 衆 便

所、公共

用歩廊、

バ ス 停

留 所 の

上 屋 そ

の 他 こ

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

2 5メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

    



58 

地

区

地

区

計

画 

第 ２

条 第

５ 項

に 規

定 す

る 性

風 俗

関 連

特 殊

営 業

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

２  １

階 部

分 に

あ る

居 室

を 住

宅、共

同 住

宅、寄

宿舎、

下 宿

等 の

用 途

に 供

れ ら に

類 す る

公 益 上

必 要 な

建 築 物

の 敷 地

に つ い

て、区長

が 必 要

と 認 め

た 場 合

は、この

限 り で

ない。 

て、建築

物 の 外

壁 若 し

く は こ

れ に 代

わ る 柱

の 面 又

は 建 築

物 に 附

属 す る

門 若 し

く は 塀

で 高 さ

２ メ ー

ト ル を

超 え る

ものは、

計 画 図

に 示 す

壁 面 の

位 置 ま

で。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

いては、

こ の 限

計

画

図

に

表

示

す

る

商

業

・住

宅

複

合

地

 250平方

メ ー ト

ル。ただ

し、巡査

派出所、

公 衆 便

所、公共

用歩廊、

バ ス 停

留 所 の

上 屋 そ

の 他 こ

れ ら に

類 す る

公 益 上

125メー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

  



59 

区 す る

建 築

物。た

だし、

区 長

が 当

該 建

築 物

の 管

理 の

た め

に 必

要 と

認 め

た 居

室 に

つ い

ては、

こ の

限 り

で な

い。 

必 要 な

建 築 物

の 敷 地

に つ い

て、区長

が 必 要

と 認 め

た 場 合

は、この

限 り で

ない。 

り で な

い。 

１  公

共 用

歩廊、

歩 行

者 デ

ッ キ

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 公

益 上

や む

を 得

な い

と 認

め た

もの 

２  上

屋、ひ

さ し

（ こ



60 

れ に

附 属

す る

手 す

り を

含

む。）、

当 該

ひ さ

し を

支 え

る 柱

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 歩

行 者

の 安

全 性

及 び

快 適

性 を

確 保



61 

す る

た め

に 必

要 と

認 め

た も

の 

東

京

都

市

計

画

東

金

町

一

丁

目

西

地

区

地

区

計

画 

計

画

図

に

表

示

す

る

Ａ

地

区 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

５ 項

に 規

定 す

る 性

風 俗

関 連

特 殊

営 業

  200平方

メ ー ト

ル。ただ

し、巡査

派出所、

公 衆 便

所、公共

用歩廊、

バ ス 停

留 所 の

上 屋 そ

の 他 こ

れ ら に

類 す る

公 益 上

必 要 な

建 築 物

の 敷 地

に つ い

て、区長

が 必 要

と 認 め

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 若 し

く は こ

れ に 代

わ る 柱

の 面 又

は 建 築

物 に 附

属 す る

１  計

画 図

に 表

示 す

る 高

層 エ

リ ア

に つ

い て

は、15

0メー

トル。

た だ

し、建

築 基

準 法

施 行

令 第

２ 条

第 １

項 第

６ 号

    



62 

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

２  １

階 部

分 に

あ る

居 室

を 住

宅、共

同 住

宅、寄

宿舎、

下 宿

等 の

用 途

に 供

す る

建 築

物。た

だし、

区 長

が 当

該 建

築 物

の 管

理 の

た 場 合

は、この

限 り で

ない。 

門 若 し

く は 塀

で 高 さ

２ メ ー

ト ル を

超 え る

ものは、

計 画 図

に 示 す

壁 面 の

位 置 ま

で。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  公

共 用

歩廊、

歩 行

者 デ

ッキ、

公 共

駐 輪

ロ に

定 め

る 高

さ と

する。

２  計

画 図

に 表

示 す

る 低

層 エ

リ ア

に つ

い て

は、50

メ ー

トル。

た だ

し、建

築 基

準 法

施 行

令 第

２ 条

第 １

項 第

６ 号

ロ に

定 め



63 

た め

に 必

要 と

認 め

た 居

室 に

つ い

ては、

こ の

限 り

で な

い。 

場 そ

の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の で

あ っ

て、区

長 が

公 益

上 や

む を

得 な

い と

認 め

た も

の 

２  上

屋、ひ

さ し

（ こ

れ に

附 属

す る

手 す

り を

含

む。）、

る 高

さ と

する。



64 

当 該

ひ さ

し を

支 え

る 柱

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 歩

行 者

の 安

全 性

及 び

快 適

性 を

確 保

す る

た め

に 必

要 と

認 め

た も

の 



65 

東

京

都

市

計

画

新

小

岩

駅

南

口

地

区

地

区

計

画 

計

画

図

に

表

示

す

る

Ａ

地

区 

１  風

俗 営

業 等

の 規

制 及

び 業

務 の

適 正

化 等

に 関

す る

法 律

第 ２

条 第

５ 項

に 規

定 す

る 性

風 俗

関 連

特 殊

営 業

の 用

途 に

供 す

る 建

築物 

２  １

階 部

10分の6

2。ただ

し、建築

基 準 法

第 5 2条

第 1 4項

第 １ 号

に 基 づ

く 東 京

都 容 積

率 の 許

可 に 関

す る 取

扱基 

準（平成

1 6年 ３

月 ４ 日

付 け 1 5

都 市 建

市第282

号）Ⅱ３

⑴ ⑵ ⑶

に 掲 げ

る 施 設

に つ い

ては、容

積 率 の

算 定 の

基 礎 と

1 0分 の

６。ただ

し、法第

5 3条 第

６ 項 第

１ 号 に

該 当 す

る 建 築

物 に あ

っては、

1 0分 の

８ と す

る。 

200平方

メ ー ト

ル 

計 画 図

に 表 示

す る 壁

面 の 位

置 の 制

限 を 定

め る 部

分 に 面

す る 敷

地 上 の

建 築 物

に つ い

て、建築

物 の 外

壁 若 し

く は こ

れ に 代

わ る 柱

の 面 又

は 建 築

物 に 附

属 す る

門 若 し

く は 塀

で 高 さ

２ メ ー

ト ル を

超 え る

ものは、

5 0メ ー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

 10分の6

0 

150平方

メ ー ト

ル 

 



66 

分 に

あ る

居 室

を 住

宅、共

同 住

宅、寄

宿舎、

下 宿

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

用 途

に 供

す る

建 築

物。た

だし、

区 長

が 当

該 建

築 物

の 管

理 の

た め

に 必

要 と

な る 延

べ 面 積

か ら 除

く。 

計 画 図

に 示 す

壁 面 の

位 置 ま

で。ただ

し、次の

い ず れ

か に 掲

げ る も

の に つ

いては、

こ の 限

り で な

い。 

１  階

段、エ

ス カ

レ ー

ター、

エ レ

ベ ー

タ ー

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ



67 

認 め

た 居

室 に

つ い

ては、

こ の

限 り

で な

い。 

 

って、

区 長

が 歩

行 者

の 回

遊 性

及 び

利 便

性 を

高 め

る た

め に

必 要

と 認

め た

もの 

２  １

に 掲

げ る

も の

に 設

置 さ

れ る

屋根、

柱、壁

そ の

他 こ

れ ら

に 類



68 

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 歩

行 者

の 回

遊 性

及 び

利 便

性 を

高 め

る た

め に

必 要

と 認

め た

もの 

３  上

屋（４

に 規

定 す

る バ

ス 停

上 屋

を 除

く。）、

ひ さ



69 

し（５

に 規

定 す

る ひ

さ し

の 部

分 を

除

く。）、

ひ さ

し（５

に 規

定 す

る ひ

さ し

の 部

分 を

除

く。）

を 支

え る

柱、ひ

さ し

（ ５

に 規

定 す

る ひ

さ し

の 部



70 

分 を

除

く。）

に 附

属 す

る 手

すり、

落 下

用 防

止 柵

そ の

他 こ

れ ら

に 類

す る

も の

で あ

って、

区 長

が 歩

行 者

の 快

適 性

及 び

安 全

性 を

確 保

す る

た め



71 

に 必

要 と

認 め

た も

の 

４  公

共 用

歩廊、

歩 行

者 デ

ッキ、

バ ス

停 上

屋 そ

の 他

こ れ

ら に

類 す

る も

の で

あ っ

て、区

長 が

公 益

上 や

む を

得 な

い と

認 め



72 

た も

の 

５  建

築 物

の 出

入 口

の 上

部 に

位 置

す る

ひ さ

し の

部分 

６  換

気 設

備 の

部分 

 計

画

図

に

表

示

す

る

Ｂ

地

区 

 10分の1

10（共同

住 宅 の

用 途 に

供 す る

部 分 の

容 積 率

を100分

の848以

上 と し

な け れ

ば な ら

 1,000平

方 メ ー

トル 

 160メー

トル。た

だし、建

築 基 準

法 施 行

令 第 ２

条 第 １

項 第 ６

号 ロ に

定 め る

高 さ と

する。 

  500平方

メ ー ト

ル 
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ない。）。

ただし、

建 築 基

準法第5

2条第14

項 第 １

号 に 基

づ く 東

京 都 容

積 率 の

許 可 に

関 す る

取 扱 基

準 Ⅱ ３

⑴ ⑵ ⑶

に 掲 げ

る 施 設

に つ い

ては、容

積 率 の

算 定 の

基 礎 と

な る 延

べ 面 積

か ら 除

く。 

   付 則 

 この条例は、令和４年４月15日から施行する。 


